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文内容の要旨

本論文は，石炭の水素化分解に対する析しい触媒系の開発を日的として ZnC12系溶融塩存在ドに，

a連の石炭関連物質の水素化分解を行なった研究結果をまとめたもので 7章からなっている O

第 1章は緒言であり，本研究の行なわれた背景，意義，円的および概要について述べている O

第2章では重アントラセン油の水素化分解を行ない，本研究において新しく開発した ZnC12jCuCl 

二元溶融塩が，石炭の水素化分解触媒として期待されている ZnC12を単独で使用した場合よりも，

その軽質化に対してより高い活性を示すことを見出している O

第 3 章では，種々の 3~4 環芳香族炭化水素の水素化分解を行ない，いずれの化合物に対しでも，

ZuC12 jCuCI二元溶融塩が ZnCI2よりも高い活性を示すことを明らかにするとともに，主として

GC-MSを用いた詳細な生成物分析にもとづき，溶融塩触媒存在ドにおける芳香族炭化水素の水素

化分解過程について検討している O

第 4章では，石炭中に存在するアルキル基の水素化分解11寺における挙動に関する基礎的知見をうる

ために. ZnCI2 jCuCI二元溶融塩存在ドで，種々のアルキル多環芳香族炭化水素の水素化分解を行

ない，生成物分布，単環芳香族炭化水素組成むよびガス組成をもとにして，アルキル基ー持にメチル

基の挙動について検討し，多環芳香族炭化水素のメチル基は，水素化分解過程において一部は脱離す

るが，単環芳香族炭化水素中に保存されるものもあり，その程度は，メチル基の結合位置，結合の形

態あるいは，結合している母体炭化水素の種類に応じで変化することを認めている。

第 5章では，石炭の構造単位を代表していると考えられる溶剤精製炭 (SRC) を調製し，その水

素化分解反応に対する溶融塩の触媒作用について検討するとともに. CAMSC法にしたがって. SRC 
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の平均構造をもと め t
種 々 の 多環芳香族炭化水素に つ い て えられ た知見をもとに し て, S R C の 構造

と反応性に つ い て考察 して い る ｡

第 6 章では ,
日本 の 代表的歴青炭である夕張炭の 水素化分解 に村して本触媒系を適用し , そ の 有効

性を示して い る ｡

第 7 章は結論で あり , 本研究で えられた知見をまと めて い る ｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は, 石炭の 水素化分解 に対する新規触媒の 開発と反応時 に おける石炭の 分解挙動を明ら
か に

する ことを目的と して , 主 と して Z n C 1 2 系 溶融塩 触媒 を用 い る 石炭をらびに関連物質の 水素化分解

に つ い て検討したもの で次の ようを知見をえて い る ｡

1 ) Z n C 1 2 が石炭 の 水素化分解触媒と して有効をこ とはすで に 認め られた事実では あるが ,
石炭 モ デ

ル と考えられる多数の縮合多環炭化水素や タ
ー ル 油を試料と した水素化分解反応 にお い ては ,

Z n C 1 2

に 第 2 成分と して適量の C u C l を混 合すれ ば, Z n C 1 2 を単独で用 い た場合に比 べ て , 触媒活性 が
一

段と高くなり , 石炭や溶剤精製炭に対 し てもす ぐれた触媒能を示 す こと ,
ま た同系の Z n I 2 /C u I 二

元溶 融塩は さら に す ぐれた水素化分解能をも つ こ とを見出して い る ｡

2 ) _
上記反応に お ける反応生成物分析を詳細 に行を っ て こ の 反応条件 下に おける 多環芳香族炭化水素

の 分解過程を検討し多くの 新し い 知 見をえて い る ｡ ま た, 石炭や溶剤精製炭の 水素化分解挙動
の 検

討結果にもとづき , 石炭構造 に つ い て の新 し い 見解を提案 して い る ｡

以上の よう に 本研究は石炭の 水素化分解に対する有効な新し い 触媒系の 開発に成功す るととも にそ

の反応過程を解明 して石炭の 水素化分解 に対する重要な基礎資料をあたえたもの で あ っ て ,
そ の 成果

は工 草上をらびに工 業上貢献すると こ ろ が大き い ｡ よ っ て 本論文は博士論文と して価値あるもの と認

める ｡
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の平均構造をもとめ，種々の多環芳香族炭化水素についてえられた知見をもとにして. SRCの構造

と反応性について考察しているO

第 6章では，日本の代表的歴青炭である夕張炭の水素化分解に対して本触媒系を適用し，その有効

性を示している O

第 7章は結論であり，本研究でえられた知見をまとめている O

論文の審査結果の要旨

本論文は，石炭の水素化分解に対する新規触媒の開発と反応時における石炭の分解挙動を明らかに

することを目的として，主として ZnCl2系溶融塩触媒を用いる石炭ならびに関連物質の水素化分解

について検討したもので次のような知見をえている O

1) ZnCl2が石炭の水素化分解触媒として有効なことはすでに認められた事実ではあるが，石炭モデ

ルと考えられる多数の縮合多環炭化水素やタール油を試料とした水素化分解反応においては.ZnCl2 

に第 2成分として適量のCuCIを混合すれば. ZnCl2を単独で用いた場合に比べて，触媒活性が一

段と高くなり，石炭や溶剤精製炭に対しでもすぐれた触媒能を示すこと，また同系の ZnI2jCuI二

元溶融塩はさらにすぐれた水素化分解能をもつことを見出している O

2 )上記反応における反応生成物分析を洋細に行なってこの反応条件下にわける多環芳香族炭化水素

の分解過程を検討し多くの新しい知見をえている。また 石炭や溶剤精製炭の水素化分解挙動の険

討結果にもとづきー石炭構造についての新しい見解を提案している O

以上のように本研究は石炭の水素化分解に対する有効な新しい触媒系の開発に成功するとともにそ

の反応過程を解明して石炭の水素化分解に対する重要な基礎資料をあたえたものであって，その成果

は工学}-，ならびに工業上貢献するところが大き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認

める。
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